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「都上りの歌」アシュレークラスの学びから(Ⅳ)          

聖書は【新改訳 2017】から引用しています 

ベレーシート 

今回は詩篇 123篇と 124篇をアシュレークラスの学びからご一緒に味わいます。いつものように、神様のご計画、みここ

ろ、みむね、目的を尋ね求めながら読んでいきたいと思います。 

 

詩篇 123篇 都上りの歌。 

1 あなたに向かって 私は目を上げます。天の御座に着いておられる方よ。 

2 まことに しもべたちの目が主人の手に向けられ  

仕える女の目が女主人の手に向けられるように 私たちの目は私たちの神  

主に向けられています。主が私たちをあわれんでくださるまで。 
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3 あわれんでください主よ あわれんでください。私たちは蔑みでいっぱいです。 

4 私たちのたましいは 安逸を貪る者たちの嘲りと 高ぶる者たちの蔑みでいっぱいです。 

 

●123篇は祈りの詩篇です。 

まず、人称を考えながら全体の内容を見ていきましょう。 

「あなた」である「天の御座に着いておられる方」、「神」であり「主」に向かって「私」という存在が祈っています。その

「私」が、2節以降は「私たち」に変わっています。4節を見ると、この「私たち」は「安逸を貪る者たち」や「高ぶる者

たち」という敵に囲まれていることがわかります。詩篇は預言書ですから、これは終わりの日の大患難の中の祈りであり、

祈っている「私」はイスラエルの残りの者と考えます。 

そして、2節以降で「私」が「私たち」に変化しているのは、イスラエルの残りの者によって救われる大勢の異邦人、男の

子がそこに加わることを意味しているのではないかと想定します。 
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●この詩篇の特徴は、三回登場する「(私たちを)あわれんで(ください)」(ハーンネーヌー：WnNEj;)という祈りです。今回は

「あわれむ」(ハーナン：@n"j;)という語彙を中心に考えていきます。 

 

●ハーナン(@n"j;)の初出箇所を確認します。 

創世記 33章 5節 

エサウは目(wyn:y[e)を上げ、女たちや子どもたちを見て、「この人たちは、あなたの何なのか」と尋ねた。ヤコブは、「神があ

なた様のしもべに恵んで(@n:j;)くださった子どもたちです」と答えた。 

エサウが目(アイン：@yI[')を上げて見たものは神がヤコブに恵んで(ハーナン：@n:j;)くださった子どもたちでした。 

またハーナンの名詞ヘーン(@je)の初出箇所は創世記６章８節で、「しかしノアは主の心にかなっていた」と訳されています

が、以下が原文です。 

hw:jy9 ynEy[eB] @je ax;m; j"nOw9         
主の    目に   恵み 見つける しかしノアは 
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直訳すると、「しかしノアは主の目(アイン：@yI[')に恵み(ヘーン：@je)を見つけた」です。 

どちらも「あわれみ」と「目」がセットで登場しています。このように、ヘブル語の「あわれむ」(ハーナン：@n"j;)と「目」

(アイン：@yI[')」には密接な関係があることを、まず心に留めたいと思います。 

 

ここで、パウロの改心に登場する「ハーナン」に注目します。パウロはユダヤ教の急先鋒として教会を迫害していました。

そのパウロが迫害に向かうダマスコ途上で、天からの光に打たれて盲目にされます。「三日間、目が見えず、食べることも飲

むこともしなかった(使徒 9ː9)」とあります。この時、パウロの内側で何が起こっていたのでしょうか。自分が霊的には全

くの盲目であること、そして自分の力では決してそこから抜け出せないことを悟ったのではないでしょうか。パウロが「あ

われんでください」と祈ったかどうかはわかりませんが、神様は三日後にアナニアという弟子を遣わされます。アナニアの

ヘブル語は「ハナヌヤー：hy:n9n"j}」でその語源は「ハーナン：@n"j;」「神があわれむ」です。アナニアの按手によってパウロ

は「目から鱗のような物が落ちる」という開眼の恵みに与り、洗礼を受けました。この後パウロはイェシュアこそメシアで
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あることを証明し、ユダヤ人をうろたえさせる存在に変えられました。 

このように、「神があわれむ」(ハーナン：@n"j;)とは、霊の目が開かれて、神の世界が見えるようになること、霊的逆転をも

たらすことを意味するのです。 

 

●さて、2節で「あわれんでください」と祈っている「私たち」は、自分たちが「しもべ」であり、「仕える女」のようだと

言っています。「しもべ」「仕える女」とは何を意味するのでしょうか。「神のしもべ」と言えば神から与えられる最上級の称

号ですが、ここではそのまま「奴隷」の意味で理解します。ここでの奴隷についてはガラテヤ人への手紙 4章１～7節にそ

の説明を見ることができます。 

1 つまり、こういうことです。相続人は、全財産の持ち主なのに、子どもであるうちは奴隷と何も変わらず、 

2 父が定めた日までは、後見人や管理人の下にあります。 

3 同じように私たちも、子どもであったときには、この世のもろもろの霊の下に奴隷となっていました。 
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4 しかし時が満ちて、神はご自分の御子を、女から生まれた者、律法の下にある者として遣わされました。 

5 それは、律法の下にある者を贖い出すためであり、私たちが子としての身分を受けるためでした。 

6 そして、あなたがたが子であるので、神は「アバ、父よ」と叫ぶ御子の御霊を、私たちの心に遣わされました。 

7 ですから、あなたはもはや奴隷ではなく、子です。子であれば、神による相続人です。 

いのちの書に記されている者はみな神の子どもであり相続人ですが、子どもであるうちは、相続の権利を持っていても奴隷

と何も変わらないことが記されています。時が満ちてイェシュアが遣わされたことで奴隷の身分から贖い出されました。イ

ェシュアの贖いによって復活した人の霊とイェシュアの霊がミングリングすることによって、「アバ、父よ」と呼べるよう

になったのです(ローマ 8:16)。神の子どもたちはそのようにして奴隷ではなく神による相続人とされるということが記さ

れています。「父が定めた日までは、後見人や管理人の下に置かれている」とは、信仰の世界では「この世のもろもろの霊の

下に奴隷となっていた」という状態を表しています。 

「あわれんでください」はその中からの祈りです。自分の力ではそこから決して出ることはできないことを知った者だけが
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祈れる祈りなのです。ですから神様はその祈りには必ず答えてくださるのです。 

 

●今回、この準備をする中で、神様は頑ななイスラエルを「あわれんでください」という祈りに導くために、反キリストに

よる最も深い闇に閉じ込めるのではないかと考えました。 

終わりの日にイスラエルは、彼らに繁栄をもたらすこの世の王として登場する反キリストをメシアと信じて、固い契約を結

んでしまいます(ダニエル書９：27)。世界中が反キリストによるこの世の繁栄を享受している中、それは契約を結んでから

三年半後のことですが、獣と呼ばれる反キリストが正体を表し、イスラエルを裏切ります(ダニエル書 11ː31、12ː11、Ⅱ

テサロニケ 2ː4)。獣は竜であるサタンから権威を与えられて、神を冒涜し、自らを神とし、この世のすべてを支配し、世の

人々は獣を拝むようになります。獣の像を拝むことを拒む者は殺され、獣の刻印を受けない者はこの世で生活できないよう

にされます(黙示録 13 章)。こうして歴史上最も深い闇、未曾有の患難が始まる中、三分の一に当たるイスラエルの残りの

者だけが、自分たちが盲目であること、そして自力ではそこから決して抜け出せないことに気づき、「あわれんでください
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(ハーンネーヌー：WnNEj;)」と祈るのです。この祈りに答えて、神様は恵みと嘆願の霊、ヘブル語で「ルーアッハ ヘーン ヴ

ェタハヌーニーム：!ynIWnj}t'w9 @je j"Wr」を注がれます(ゼカリヤ 12ː10)。ヘーンはハーナンの名詞、タハヌーニームはハー

ナンの複数形です。「恵みと嘆願の霊」とは神のあわれみが何重にも重ねられた霊です。イスラエルの残りの者は、この霊に

よって、イェシュアこそメシアであることに目が開かれ、「神の栄光のためのあわれみの器」(ローマ 9ː23)、として造り変

えられます。獣による激しい迫害の中、彼らは額に印が押されることで決して死ぬことなく、天の御座だけでなく、今や彼

らの霊の中にもおられる「シェーム・イェシュア」によって「あわれんでください」と祈りつつ、さらなる開眼の恵みに与

りながら、王なる祭司の務めをなしていくのではないでしょうか。 

一方、ここで救われる異邦人にとって、神を信じるということは、殺されることを意味します。彼らもまた「あわれんでく

ださい」と祈っています(2～4節)。神様は彼らの祈りにも答えて、彼らの霊の目を開かれます。そしてイスラエルの残りの

者が語る御国の福音、ご計画の最後を悟ることで、彼らには殉教をも怖れない信仰が与えられるのです。 

殉教した異邦人は引き上げられ、天において守られます(黙示録７：9)。そして、彼らはメシア王国においては、鉄の杖を持
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ってキリストとともに千年の間王として治めることが約束されています(黙示録 12ː５、20ː4)。 

 

●全てのイスラエルが滅ぼされてもおかしくない中、なぜ三分の一が救い出されるのでしょうか。ハーナン(@n"j;)の同義語

であるラーハム(!j"r:)の初出箇所には次のようにあります。ここにはハーナンも一緒に使われています。 

出エジプト記 33章 19節 

主は言われた。「わたし自身、わたしのあらゆる良きものをあなたの前に通らせ、主の名であなたの前に宣言する。わたしは

恵もう(ハーナン：@n"j;)と思う者を恵み(@n"j;)、あわれもう(ラーハム：!j"r:)と思う者をあわれむ(!j"r:)。」 

イスラエルが金の子牛事件を起こした後、怒った神様の「わたしは、あなたがたのただ中にあっては上らない」という思い

は、モーセの必死のとりなしによって変えられていきました。この箇所はその後の「どうか、あなたの栄光を私に見せてく

ださい」というモーセの願いに対する神様の答えです。ここには、罪を犯したイスラエルを前にして、彼らがどんな状態で

あろうとも、救いは神ご自身の恵み(ハーナン：@n"j;)とあわれみ(ラーハム：!j"r:) によることが語られています。 
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またダニエル書には次のようにあります。 

ダニエル書 12章 1節 

その時、あなたの国の人々を守る大いなる君ミカエルが立ち上がる。国が始まって以来その時まで、かつてなかったほどの

苦難の時が来る。しかしその時、あなたの民で、あの書に記されている者はみな救われる。 

 

「あわれんでください」とは、奴隷が主人に目を向けるような祈りですが、それは、いのちの書に記されている者だけに与

えられる、神様の主権による一方的、先行的恩寵によって生まれてくる祈りなのです。 

 

●パウロは神のあわれみ(ハーナン：@n"j;)について次のように語っています。 

ローマ人への手紙 11章 30～33節 

30あなたがたは、かつては神に不従順でしたが、今は彼らの不従順のゆえに、あわれみを受けています。 
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31 それと同じように、彼らも今は、あなたがたの受けたあわれみのゆえに不従順になっていますが、それは、彼ら自身も

今あわれみを受けるためです。 

32 神は、すべての人を不従順のうちに閉じ込めましたが、それはすべての人をあわれむ(@n"j;)ためだったのです。 

33 ああ、神の知恵と知識の富は、なんと深いことでしょう。神のさばきはなんと知り尽くしがたく、神の道はなんと極め

がたいことでしょう。 

 

神様はご自身の「あわれみ」によって御国の民を創造されるのです。神様のあわれみの心情が目に見える形で現れるのがメ

シア王国であり、神様のあわれみによってすべての者が一つになる世界、シャーロームがそこに実現するのです。 

 

●続いて 124篇を見ていきます。 

詩篇 124篇 都上りの歌。ダビデによる。 
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1 「もしも主が私たちの味方でなかったなら。」さあイスラエルは言え。 

2 「もしも主が私たちの味方でなかったなら。」人々が敵対してきたとき 

3 そのとき彼らは私たちを生きたまま 丸呑みにしていたであろう。彼らの怒りが私たちに向かって燃え上がったとき 

4 そのとき 大水は私たちを押し流し 濁流は私たちを越えて行ったであろう。 

5 そのとき 荒れ狂う水は 私たちを越えて行ったであろう。」 

6 ほむべきかな 主。主は私たちを 彼らの歯の餌食にされなかった。 

7 鳥のように 私たちのたましいは 仕掛けられた罠から助け出された。罠は破られ私たちは助け出された。 

8 私たちの助けは 天地を造られた主の御名にある。 

 

●人称を確認しながら、全体の流れを見ていきましょう。 

この「私たち」は「大水、濁流、荒れ狂う水、仕掛けられた罠から助け出された、そしてその助けは主の御名にある」こと
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を告白していることから、目が開かれ、霊が回復したイスラエルの残りの者であることがわかります。そして、そのイスラ

エルに対して、「さあ、言え」と呼びかけているのは人称なき存在、聖霊です。 

では 2節の「人々」と 3節の「彼ら」とはだれのことでしょうか。一見同一人物のように思われますが、原語を見ると違う

ことがわかります。「人々」と訳されていますが、原語は「アーダーム：!d:a;」、単数の「人」です。この「人」を、ここで

は「獣と呼ばれる反キリスト」と理解します。 

その根拠は黙示録にあります。 

ヨハネの黙示黙 13章 16～18節 

16 また獣は、すべての者に、すなわち、小さい者にも大きい者にも、 

富んでいる者にも貧しい者にも、自由人にも奴隷にも、その右の手あるいは額に刻印を受けさせた。 

17 また、その刻印を持っている者以外は、だれも物を売り買いできないようにした。 

刻印とは、あの獣の名、またはその名が表す数字である。 



14 
 

18 ここに、知恵が必要である。思慮ある者はその獣の数字を数えなさい。 

それは人間(アーダーム：!d:a;)を表す数字であるから。その数字は六百六十六である。 

ここには 123 篇でも触れましたが、イスラエルと契約を結んでから三年半後に正体を表す獣がイスラエルを裏切り、自ら

を神として支配する世界、大患難時代が描かれています。 

獣の数字は人間(アーダーム：!d:a;)を表す数字であると記されていますから、2 節の「人」は「獣と呼ばれる反キリスト」

と理解します。 

２節の「敵対する」は「クーム：!Wq」というヘブル語で、「人々が敵対してきた時」とは、「反キリストが立ち上がった時」

ということです。そして、「そのとき彼らは私たちを生きたまま丸呑みにしていたであろう」とあり「人」と「彼ら」は連動

していることから、「彼ら」は反キリスト率いる軍勢と理解します。そして、4節の「大水」「濁流」5節の「荒れ狂う水」

は「反キリスト率いる軍勢」の比喩です。ですから、この詩篇は上記の黙示録 13章の時代、反キリストが正体を表す患難

期後半のことを扱う詩篇であることがわかります。 
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●獣と呼ばれる反キリストが立ち上がる「そのとき」のことを聖書は繰り返し語っています。 

創世記 1章２節 

2 地は茫漠として何もなく、闇が大水の面の上にあり、神の霊がその水の面を動いていた。 

3 神は仰せられた。「光、あれ。」すると光があった。 

茫漠として何もない闇の世界、すなわち、歴史上最も深い闇となる、反キリストが立ち上がる「そのとき」、呼び出された光

であるイェシュアによって御国が到来することが、このように聖書の冒頭に記されています。 

ゼカリヤ書 13章 8節 

8 全地はこうなる──主のことば──。その三分の二は断たれ、死に絶え、三分の一がそこに残る。 

9 わたしはその三分の一を火の中に入れ、銀を錬るように彼らを錬り、金を試すように彼らを試す。彼らはわたしの名を呼

び、わたしは彼らに答える。わたしは『これはわたしの民』と言い、彼らは『主は私の神』と言う。」 

これも反キリストが立ち上がる「そのとき」のことです。イスラエルの三分の一が残ること、その「イスラエルの残りの者」
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が、大患難の中、練られ、試されることでイェシュアと一つになっていくことが語られています。 

 

「大水」「濁流」「荒れ狂う水」が反キリスト率いる軍勢の比喩であることを見ましたが、以下は同じように「水」のたとえ

を用いて「そのとき」について語っています。 

イザヤ書 42章 1,2節 

1だが今、主はこう言われる。ヤコブよ、あなたを創造した方、イスラエルよ、あなたを形造った方が。「恐れるな。わたし

があなたを贖ったからだ。わたしはあなたの名を呼んだ。あなたは、わたしのもの。 

2 あなたが水の中を過ぎるときも、わたしは、あなたとともにいる。川を渡るときも、あなたは押し流されず、火の中を歩

いても、あなたは焼かれず、炎はあなたに燃えつかない。 

反キリストが立ち上がる「そのとき」はイスラエルが神のもとに取り戻される「そのとき」でもあるのです。 
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詩篇 18篇 16,17節 

16 主はいと高き所から御手を伸ばして私を捕らえ大水から私を引き上げられました。 

17 主は力ある敵から私を救い出されました。私を憎む者どもからも。彼らが私より強かったからです。 

そのとき、イスラエルの残りの者は彼らよりも強い敵からただ神によってのみ救い出されるのです。 

 

●ではイスラエルの残りの者は大患難の中でどのように守られるのでしょうか。エレミヤ書と黙示録から見てみましょう。 

エレミヤ書 31章 1,2節 

1 「そのとき──主のことば(ネウム・アドナイ：hw:hy9A!aUn9)──わたしはイスラエルのすべての部族の神となり、彼らは

わたしの民となる。」 

2 主はこう言われる。「剣を免れて生き残った民は 荒野で恵み(ヘーン：@je)を見出す。 

イスラエルよ、出て行って(ハーローフ：&/lh;)休みを得よ。」 
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「イスラエルのすべての部族」の正体は全ての部族から集められる(黙示録 7ː4)「イスラエルの残りの者」です。反キリス

トが立ち上がる「そのとき」イスラエルは「イスラエルの残りの者」として回復するという約束です。剣を免れて生き残っ

た民、すなわちイスラエルの残りの者に対して「荒野で恵みを見出す」から、「休みを得るために出て行け」と言っていま

す。ここで「行って」と訳されているところは、「行く」(ハーラフ：&l'h;)の独立不定詞で強い命令を現しています。そし

て、ここには「ネウム・アドナイ(hw:hy9A!aUn9)」という神様の強い意志が記されています。「荒野」(ミドゥバール：rB;d9mi)

とは「神が語る」という意味の(ダーヴァル：rb'D;)に場所を表す接頭詞のメーム(m)がついて、「神が語る場所」という意味

です。ここでは神が内住される人の霊の中のことです。「休みを得よ」と訳されている動詞「ラーガ：[g"r:」は「一瞬にして

憩う」ことを意味します。その名詞は「マルゴーア：[/Gr9m'」で、イェシュアが語った「わたしのくびきを負って、わたし

から学びなさい。そうすればたましいに安らぎを得ます(マタイ 11ː29)。」の「安らぎ」です。霊の中でイェシュアとくび

きをともに負う、イェシュアと一つになる時に与えられる平安を意味します。それはまるで台風の目の中にいるような状態

です。大患難の中でイスラエルの残りの者には回復した霊の中で、この平安が与えられるという約束です。 
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続いて黙示録を見てみましょう。 

ヨハネの黙示録 12章 14～17節 

14 しかし、女には大きな鷲の翼が二つ与えられた。荒野にある自分の場所に飛んで行って、そこで一時と二時と半時の間、

蛇の前から逃れて養われるためであった。 

15 すると蛇はその口から、女のうしろへ水を川のように吐き出し、彼女を大水で押し流そうとした。 

16 しかし、地は女を助け、その口を開けて、竜が口から吐き出した川を飲み干した。 

17 すると竜は女に対して激しく怒り、女の子孫の残りの者、すなわち、神の戒めを守り、イエスの証しを堅く保っている

者たちと戦おうとして出て行った。 

「女」、「女の子孫の残りの者」とはイスラエルの残りの者です。「蛇」はサタン、「水」「大水」は反キリストとその軍勢を表

します。一時と二時と半時の間とは患難期後半の三年半を意味し、彼らは荒野にある自分の場所、ボツラに行った(イザヤ

63ː1、ミカ 2ː12、マルコ 13ː14)とあります。そして、額に印を押されたイスラエルはボツラに囲われて守られますが、そ
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れは「養われるためであった。」とあります。ここで「養う」(クール：lWK)の初出箇所を確認します。 

創世記 45章 11節 

飢饉はあと五年続きますから、父上も家族も、また父上に属するすべてのものも、困ることのないように、私が父上をそこ

で養いましょう(クール：lWK)」と。』 

エジプトの宰相となったヨセフが飢饉のために避難してきた兄弟たちに、初めて自分がヨセフであることを明かす場面でヨ

セフが語ったことばです。ヨセフは兄弟たちを完全に赦していること、すべては神のご計画であったことを語った後で、「私

が父上(イスラエル)を養いましょう」と言っています。ヨセフはイェシュアの型です。ここにはイェシュアがイスラエルを

直接養うことが啓示されています。イェシュアの弟子たちが 40日の顕現の間にイェシュアから直接教えられることで御国

の福音を悟り、五旬節の日に聖霊のバプテスマによって語りだしたことで異邦人に御国の福音が伝えられたように、終わり

の日にも、イスラエルの残りの者はイェシュアによって直接養われ、王なる祭司として整えられます。そのようにして、御

国の福音は数え切れない大勢の異邦人に伝えられるのです。福音はユダヤ人から異邦人へ、これが神様の方法です。 
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そして 17節「すると竜は女に対して激しく怒り、・・・戦おうとして出て行った。」とありますが、この戦いを戦うのはイ

ェシュアお一人です(イザヤ 63ː1～3、黙示録 19ː15)。地上再臨のイェシュアがこの戦いに勝利することで御国が到来する

のです。 

 

●詩篇 124篇をもう一度見てみましょう。 

1 「もしも 主が私たちの味方でなかったなら(yleWl)。」さあ イスラエルは言え。 

2 「もしも 主が私たちの味方でなかったなら。」人々が敵対してきたとき 

3 そのとき(yz"a}) 彼らは私たちを生きたまま 丸呑みにしていたであろう。 

彼らの怒りが私たちに向かって燃え上がったとき 

4 そのとき 大水は私たちを押し流し 濁流は私たちを越えて行ったであろう。 

5 そのとき 荒れ狂う水は 私たちを越えて行ったであろう。」 
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1節、2節にもしも～でなかったなら(ルーレー：yleWl)が 2回繰り返されています。原文に「味方」という語彙はありませ

ん。 

    ラーヌー   シェハーヤー   アドナイ    ルーレー 

Wnl;  hy:h;v,  hwhy  yleWl 
私たちに  おられるところの  主     もし～でなかったら 

「もしも私たちにおられるところの主でなかったなら」が直訳です。 

そして、「そのとき 大水は私たちを生きたまま丸呑みにしていたであろう。・・・」と「そのとき」(アザイ：yz"a})が 3回

繰り返されており、全滅させられたに違いないことを語っています。 

続く 6~8節です。 

6 ほむべきかな 主。主は私たちを彼らの歯の餌食にされなかった。 

7 鳥のように 私たちのたましいは 仕掛けられた罠から助け出された(ニメルター：hf;l]m]nI)。 

罠は破られ 私たちは助け出された(ニムラーテヌー：Wnf]l;m]nI)。 
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8 私たちの助けは 天地を造られた主の御名にある。 

７節には「助け出された」が 2回繰り返されています。「助け出された」は「助け出す」「マーラト：fl'm;」の完了形受動態

です。ヘブル語の完了形は「預言的完了形」とも呼ばれ、まだ起こっていないことでも確実に起こることを意味します。イ

スラエルがどんなに存続が危ぶまれる事態になったとしても必ず助け出されるということです。 

 

●このことはイェシュアも弟子たちにデモンストレーションしています。 

マルコの福音書 4章 35～41節 

35 さてその日、夕方になって、イエスは弟子たちに「向こう岸へ渡ろう」と言われた。 

36 そこで弟子たちは群衆を後に残して、イエスを舟に乗せたままお連れした。ほかの舟も一緒に行った。 

37 すると、激しい突風が起こって波が舟の中にまで入り、舟は水でいっぱいになった。 

38 ところがイエスは、船尾で枕をして眠っておられた。弟子たちはイエスを起こして、「先生。私たちが死んでも、かまわ
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ないのですか」と言った。 

39 イエスは起き上がって風を叱りつけ、湖に「黙れ、静まれ」と言われた。すると風はやみ、すっかり凪になった。 

40 イエスは彼らに言われた。「どうして怖がるのですか。まだ信仰がないのですか。」 

41 彼らは非常に恐れて、互いに言った。「風や湖までが言うことを聞くとは、いったいこの方はどなたなのだろうか。」 

「向こう岸」とは御国のことです。イェシュアのことばは霊のことばですから、「向こう岸へ渡ろう」ということは必ずその

とおりになる、必ず御国に到着するのです。ですから、船が沈みそうになってもイェシュアは眠っておられました。霊の中

で御父と一つになっていた、全くの平安です。激しい突風は未曾有の大患難を啓示しています。御国が近づくほど大荒れに

なること、しかしどんなに荒れても必ず御国に到着することをイェシュアは知っておられたのです。 

「どうして怖がるのか。信仰がないのか。」と言って、イェシュアは信仰とは何かを弟子たちに教えています。ご計画を正し

く知り、そのとおりになることを信じるなら、イェシュアのように嵐の中で眠ることができるのです。 

そして、イェシュアが「だまれ、静まれ」と言ったことで凪になったとあります。これはイェシュアの地上再臨によって反
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キリストとその軍勢は滅ぼされ、御国が到来することを啓示しています。 

 

イスラエルの残りの者はイェシュアから直接養われ、御国の福音を正しく悟ることで、激しい迫害の中でも揺るがない信仰

が与えられて王なる祭司としての使命を全うします。そして地上再臨のイェシュアを迎えることで御国は到来するのです。 

「私たち」であるイスラエルの残りの者は、こうして必ずメシア王国にたどり着くことができるのだということをこの詩篇

は語っています。 

 

ベアハリート 

「苦しみのうちに私が主を呼び求めると主は私に答えてくださった」という都上りのテーマであり、「夕があり、朝があっ

た」という神様の創造のリズムを見ることができました。歴史上最も深い闇である大患難の先にはいつも御国の光が見えて

いることがわかりました。獣と呼ばれる反キリストが立ち上がる「そのとき」はイスラエルの回復が約束されている「その
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とき」でもあるからです。そして、「そのとき」をだれよりも待っておられるのは主ご自身です。 

イザヤ書 30章 18節 

それゆえ主は、あなたがたに恵み(ハーナン：@n"j;)を与えようとして待ち、それゆえ、あわれみ(ラーハム：!j'r:)を与えよ

うと立ち上がられる。主が義の神であるからだ。幸いなことよ、主を待ち望むすべての者は。 

「待ち」と訳されたヘブル語は「ハーハー」(hk;j;)です。待望する、切望する、忍んで待つなどの意味があります。放蕩息

子の父親のように、忍耐と大いなる期待を持って、神様はイスラエルをあわれむ「そのとき」を待っておられるのです。 

 

御国が来ますように。 

                    

                     2026.6.10  木曜 AC 村上京子 


